
       
 

 
 

 

 
 

 
             

  

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
話
し
合
っ

た
内
容
を
受
け
て
、
区
画
道
路
・
街
区
公
園
の

変
更
並
び
に
資
金
計
画
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、

事
業
計
画
変
更
案
を
作
成
し
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
利
害
関
係
者
及
び
市
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

事
業
計
画
変
更
案
の
要
旨
に
つ
い
て
は

2

頁
以
降
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

⑴
日 

時
‥
平
成
19
年
3
月
18
日(

日)
 

午
後
3
時
～
5
時 

                      

⑵
場 

所
‥
東
小
金
井
駅
開
設
記
念
会
館 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
マ
ロ
ン
ホ
ー
ル
） 

 

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

     

 

平
成
18
年

11
月
30
日(

木)

、
午
後
3
時
か

ら
区
画
整
理
課
事
務
所

2
階
会
議
室
に
お
い

て
、
評
価
員
3
名(

不
動
産
鑑
定
士
、
税
理
士
、

土
地
区
画
整
理
士)

の
出
席
に
よ
り
、
評
価
員

の
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。
評
価
員
と
は
市
長

が
選
任
し
、
審
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ

た
委
員
で
、
市
か
ら
諮
問
さ
れ
る
以
下
の
項
目

に
つ
い
て
審
議
を
行
な
い
ま
す
。 

① 

土
地
評
価
基
準
を
定
め
る
場
合 

② 

清
算
金
を
定
め
る
場
合 

③ 

減
価
補
償
金
を
交
付
す
る
場
合 

④ 

立
体
換
地
に
お
け
る
評
価
を
す
る
場

合 

会
合
で
は
「
土
地
評
価
基
準(

案)

」
に
つ
い

て
、
市
よ
り
説
明
を
行
い
、
審
議
し
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
案
の
通
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
市
は
こ
の
基
準
を
基
に
換
地
設
計
の
基
礎

と
な
る
土
地
評
価
の
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

     

土
地
区
画
整
理
審
議
会(

以
下
「
審
議
会
」

と
い
う
。)

は
、
権
利
者
の
皆
様
か
ら
選
挙
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
委
員(

8
名[

現
在
は
7

名]
)

と
市
長
が
選
任
す
る
学
識
経
験
者(

2

名)

の
10
名(

現
在
は
9
名
）
で
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
詳
細
は
第
27
号
を
ご
覧
下
さ
い
。
） 

  

 
 

 

   

 

第
1
回
（
換
地
設
計
基
準
案

の
事
前
説
明
） 

平
成
18
年
12
月
20
日
（
水
）
、
午
後
1
時
30

分
か
ら
区
画
整
理
課
事
務
所

2
階
会
議
室
に

お
い
て
委
員

8
名
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

換
地
設
計
に
必
要
な
ル
ー
ル(

土
地
評
価
基

準
・
換
地
設
計
基
準
案)
及
び
事
業
の
流
れ
を
説

明
し
、
次
回
の
審
議
会
で
換
地
設
計
基
準
案
及

び
事
務
処
理
基
準
案
に
つ
い
て
諮
問
す
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

第
2
回
（
換
地
設
計
基
準
案

の
諮
問
） 

平
成
18
年
12
月
26
日
（
火
）
、
午
後
1
時
30

分
か
ら
区
画
整
理
課
事
務
所

2
階
会
議
室
に

お
い
て
委
員

8
名
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

市
よ
り
「
換
地
設
計
基
準(

案
）
」
に
つ
い
て

説
明
を
し
、
審
議
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
案
の
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
換
地
設
計
基
準
と
土
地
評
価
基
準

を
基
に
、
市
で
は
換
地
設
計
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

第
3
回
（
仮
換
地
案
の
諮
問
） 

平
成
19
年
2
月
13
日
（
火
）
午
後
1
時
30
分

か
ら
区
画
整
理
課
事
務
所

2
階
会
議
室
に
お

い
て
委
員

9
名
の
出
席
に
よ
り
審
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

市
よ
り
、「
特
別
の
定
め
を
す
る
宅
地
」
※1
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
な
っ
た
後
、
「
仮
換
地
案
」

に
つ
い
て
審
議
し
て
頂
き
、
案
の
通
り
権
利
者

の
方
々
に
説
明
す
る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
個
別
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

※1
小
規
模
宅
地
の
減
歩
緩
和
・
換
地
を
定
め
な
い
宅
地
等 

 

第
4
回
（
事
業
計
画
変
更
案

の
事
前
説
明
） 

平
成
19
年
2
月
22
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分

か
ら
区
画
整
理
課
事
務
所

2
階
会
議
室
に
お

い
て
委
員

9
名
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

平
成

19
年

3
月

18
日(

日)

に
開
催
さ
れ
る

事
業
計
画
変
更
案
の
説
明
会
に
先
立
ち
、
市
か

ら
事
業
計
画
変
更
案
の
内
容
に
つ
い
て
審
議
会

に
説
明
し
ま
し
た
。 

 

評
価
員
の
会
合
を 

開
催
し
ま
し
た 

 

 

平
成
18
年
度 

土
地
区
画
整
理
審
議
会 

を
開
催
し
ま
し
た 
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東 小 金 井 駅 北 口 の ま ち づ く り （ 第３３号 ） (1) 

市
で
は
、
平
成
19
年
2
月
27
日(

火)
か
ら
3
月
12
日(

月)

ま
で
仮
換
地
案
の
第
一
次
個
別
説

明
会
を
小
金
井
市
婦
人
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
権
利
者
の
方
々
一
人
ひ
と
り
に

換
地(

新
し
い
土
地)

の
位
置
・
形
状
・
面
積
等
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
た
。 

 

ご
都
合
に
よ
り
説
明
会
に
ご
欠
席
さ
れ
た
方
に
は
今
後
も
引
き
続
き
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

ま
た
、
個
別
説
明
会
で
提
示
し
た
案
に
つ
い
て
、
ご
意
見
の
あ
る
権
利
者
の
方
は

3
月
23
日

(

金)

ま
で
市
に
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
提
出
さ
れ
た
要
望
書
に
つ
い
て
は
、

施
行
者
及
び
土
地
区
画
整
理
審
議
会
で
慎
重
に
審
議
の
上
、
取
り
扱
い
を
決
め
ま
す
。
な
お
、
審

議
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
要
望
書
の
提
出
者
に
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。 

説
明
会
当
日
の
模
様
は
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。 

 

仮
換
地
案
の
第
一
次
個
別
説
明
会
を 

開
催
し
ま
し
た 

  

事
業
計
画
変
更
案
の 

説
明
会
を
開
催
し
ま
す 

 

審
議
会
委
員
の
土
屋
勇
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。 

な
お
、
審
議
会
委
員
は

1
名
の
欠
員
と
な
り

ま
す
が
、
法
律
や
条
例
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
結

果
、
問
題
が
な
い
と
判
断
し
現
在
の
委
員
体
制

(

9
名)

で
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市が施行する土地区画整理では、事業の内容（土地区画整理事業の名称等、施行の区域、設計の概要、施行の期間、資金計画等）について

事業計画書として定めることになっています。 

現在の事業計画書は平成 12 年 2 月 1 日に作成されておりますが、今後、具体的に事業を進めるに当たり、内容の見直しを行います。具体

的には「東小金井駅北口まちづくり協議会」から提案をされた、区画道路・街区公園の位置の変更並びに資金計画の見直しとなります。今回、

その内容をご説明します。また、今後、関係機関と協議し平成 19年度中に変更を行う予定です。(スケジュールについては 4頁に掲載してい

ます。) 

ポイント 

・まちづくり協議会で話し合われた案を基に設計図の変更を行います。 

・街区公園を活用し小金井公園への玄関口にふさわしい駅前にするため、街区公園の位置変更を行ないます。 

東 小 金 井 駅 北 口 の ま ち づ く り （ 第３３号 ） (3) 

協議会では、東小金井駅北口及び東部地域の現況やまちづくりの課題を明らかにして、土地区画整理事業の計画内容の見直し、再検討を

行なってきました。 
その結果、土地利用や交通安全性、まちの賑わいを考慮し設計図を見直すこととなりました。  
以下に変更箇所を示した新旧対照図と見直し後の設計図を掲載します。  

① 現状の並木道の保全や学童の安全

性の観点から、幅員 6.5ｍ→10.5ｍ 

※2 に変更する。(うち区域内４.０

ｍ) 

 

② 住居系の土地利用への見直しにあ

わせ、日照を考慮し東西方向の線形

とするとともに幅員を９ｍ→６ｍに

変更する。 

 

 

③ 商業・業務系から住居系への土地

利用の見直しにあわせ道路の幅員を

縮小し８ｍ→６ｍに変更する。 

 

 

④ 交通動線にあわせて区画道路の位

置を変更する。 

 

 

⑤ 街区公園の位置を以下の理由によ

り変更する。 

・小金井公園への玄関口にふさわし

い自然を感じられる駅前広場と街

区公園 

・駅前でありながらゆとりと潤いの

感じられる東小金井らしいまち 

・地域住民や学生などの若い人たち

が集まり憩える場所 

・東小金井駅と地域周辺の環境資源

をつなぐ賑わいのある動線づくり

による商業の活性化 

また、街区公園の位置変更にあわ

せて、区画道路の位置を変更する。 

 

 

⑥ 換地設計に伴い区画道路（幅員５

ｍ）を追加する。 

 

 

※2  平成 18 年 12 月発行の「東小金

井駅北口まちづくり協議会とりま

とめ」においては 10ｍとなってお

りましたが、現地の精査をした結

果、10.5ｍとなりました。 

なお、区域内については 4.0ｍで

変わりません。 

― 変 更 内 容 ― 
■ 新旧対照図 

■ 設計図（見直し後） 

凡   例 

施行地区界 

変更箇所(廃止する公共施設) 

変更箇所(新設する公共施設) 

街区公園変更前 

街区公園変更後 

凡   例 

施行地区界 

都市計画道路 

区画道路 

公園 

事業計画変更案を作成しました  

一、設計図見直し（案）  



 

 

   

二、資金計画見直し（案） 
現在の事業計画書は平成5年度ベースで資金（収入・支出）の計画をしています。今回、現時点（平成18年度）での資金（支出・収入）の計

画を作成しました。 

(2) 東 小 金 井 駅 北 口 の ま ち づ く り （ 第３３号 ） 

① 支出 

5.7 億円 
3.8％ 

13.4 億円 
8.8％ 3.2 億円 

2.1％ 
支出総額 

１５２．０億円 

築造費            移転費 

移設費 

整地費等 

減価補償費等 

事務費等 

現事業 
計画書 

6.0 億円 
4.3％ 

13.0 億円 
9.3％ 

5.0 億円 
3.6％ 

支出総額 

１４０．２億円   
変更案 13.8 億円 

9.9％ 
82.1 億円 

58.5％ 
20.3 億円 

14.5％ 

収入総額 

１５２．０億円 

② 収入 

0.6 億円 
0.5％ 

再検討案 17.5 億円 
12.5％ 

収入総額 

１２２．８億円 

1.0 億円 
0.7％ 

その他 

現事業 
計画書 

国費              都費         市費 

（2／14） 

不足額 

（市費増額分） 
（支出－収入） 

変更案 29.0 億円 
23.6％ 

38.9 億円 
31.7％ 

■ 事業費と市負担額 

■ 支出と収入 

国・都の補助金が減額した分、市費が増えます 

ポイント 

・具体的な事業の進捗状況にあたり、資金計画の見直しを行います。 

54.3 億円 
44.2％ 

資金計画を見直し、支出内容について精査を行ない総事業費が 140.2 億円となりました。その結果、11.8 億円の削減となりました。 

また、収入については国の補助金（国費）、都の補助金（都費）が地価の下落等により減額したため、市の負担額が 17.5 億円の増と

なります。 

事業の内容を精査し、主に以下の理由により支出を削減することができました。 

⑴ 梶野公園の整備方法の変更（他事業により一体整備） 

⑵ 下水道の大口径管（700mm 以上）の整備方法の変更（大口径管については他地区の下水も集水することから他事業により整備） 

⑶ 電線地中化コスト低下（内容の精査） 

区域内の駅前広場や広い道路（都市計画道路）は都市の幹線を構成することから国・都の補助金が出ます。当地区もその補助金を

基に事業を進めてまいります。国・都の補助金は都市計画道路整備にかかる費用（用地費、建物移転費、工事費相当分）を基に算出

されます。しかし、地価は平成 5年 9月より、42.5％減（平成 18年 9月）となっています。このため、地価の下落にともない用地費

の補助金が減額するため、その分、市費の負担が 17.5 億円増えます。 

※ 築造費：道路、公園等の工事費用 
  移転費：建築物、工作物等の移転費用 
  移設費：上下水道、ガス等のライフラインの移設費用 
  減価補償費等：土地の先買いにより減歩率を下げる費用 

23.8 億円 
15.7％ 

84.5 億円 
55.5％ 

21.4 億円 
14.1％ 

73.6 億円 
48.4％ 

38.5 億円 
25.3％ 

38.9 億円 
25.6％ 

        現事業計画     変更案      差し引き増減額 

事業費    １５２億円   １４０．２億円    △１１．８億円 

市負担額   ３８．９億円    ５６．４億円     １７．５億円 
 



        

市
で
は
、
新
た
な
東
小
金
井
駅
北
口
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
を
平
成

17
年

8
月
に
設
置
し
、

15
回
に
わ
た
り
話
し
合
い
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

 

こ
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
「
東
小
金
井
駅
北

口
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
り
ま
と
め
」
と
し
て
、

報
告
書
を
作
成
し
、
平
成

19
年
2
月
16
日
に

協
議
会
会
長
よ
り
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

  

市
で
は
こ
の
「
と
り
ま
と
め
」
の
内
容
を
受

け
て
、
「
用
途
地
域
の
見
直
し
」
並
び
に
「
地

区
計
画
の
決
定
」
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

    

今
後
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を

下
に
掲
載
し
ま
す
。 

 

仮
換
地
案
の
決
定
ま
で 

仮
換
地
案
の
個
別
説
明
会
で
、
権
利
者
の

方
々
か
ら
ご
提
出
さ
れ
ま
し
た
要
望
書
を

整
理
し
、
変
更
案
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

変
更
案
が
整
い
ま
し
た
ら
、
変
更
が
あ
っ

た
方
を
対
象
に
平
成
19
年
夏
頃
、
第
二
次
個

別
説
明
会
を
行
い
、
平
成
19
年
度
末
に
は
仮

換
地
案
の
決
定
及
び
一
部
の
仮
換
地
指
定

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

工
事
全
体
計
画 

工
事
全
体
計
画
と
は
新
し
い
道
路
の
高

さ
、
宅
地
の
高
さ
、
上
下
水
道
、
ガ
ス
等
の

位
置
等
に
つ
い
て
計
画
図
を
定
め
る
も
の

で
す
。 

ま
た
、
工
事
全
体
計
画
の
資
料
と
な
る
現

況
の
高
さ
の
測
量
を
平
成

19
年
夏
頃
か
ら

行
な
い
ま
す
。
測
量
で
は
権
利
者
の
方
の
宅

地
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
実
施
す
る
前
に
別
途
お
知
ら
せ
を
い
た

し
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

第
二
次
個
別
説
明
会
の
結
果
と
測
量
結

果
を
踏
ま
え
な
が
ら
平
成

19
年

9
月
頃
よ

り
工
事
全
体
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。 

 

事
業
計
画
変
更 

 
 

本
号
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
事
業

計
画
変
更
案
に
つ
い
て
平
成

19
年

4
月
頃

に
縦
覧
を
行
い
、
東
京
都
の
認
可
を
得
て
12

月
末
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。 

 

用
途
地
域
・
地
区
計
画 

前
号(

第

32
号)

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

用
途
地
域
案
と
地
区
計
画
案
に
つ
い
て
は

平
成

19
年
秋
頃
か
ら
都
市
計
画
上
の
手
続

き
を
行
い
、
平
成
20
年
7
月
を
目
標
に
都
市

計
画
決
定
を
行
う
予
定
で
す
。 

 

移
転
・
工
事 

前
述
の
準
備
が
整
っ
た
平
成

20
年
秋
頃

よ
り
工
事
着
手
が
可
能
な
地
区
か
ら
順
次
、

建
物
移
転
等
の
整
備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
そ
の
都
度
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

今
後
も
、
重
要
な
事
項
に
関
し
て
は
権
利

者
の
方
々
の
代
表
で
あ
る
審
議
会
に
ご
説

明
し
、
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

  
  

 

  
 

  
 

 
 

東 小 金 井 駅 北 口 の ま ち づ く り （ 第３３号 ） (4) 

 

今
後
の 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

　

　　

　　 　 　　

平成18年度
年月

4129 10 11 33 54 1 26

平成19年度

7 9 11 125 6 7 82 8

平成20年度

10

事業計画変更

仮
換
地
案
の
決
定

用途地域変更
地区計画決定

意
見
書

提
出
期
間

仮
換
地
案
の
第
一
次
個
別
説
明
会

換地の最終案の説明・協議
をします。

公告・縦覧

都市計画決定

公衆に縦覧

変更案について個別説明

工事全体計画

工事・補償の調査、積算

建物移転・
工事着手

要望書の整理と変更案
の検討

仮
換
地
案
の
第
二
次
個
別
説
明
会

仮
換
地
案
の
決
定
後
換
地
設
計
の
お
知
ら
せ
送
付

一
部
仮
換
地
指
定

以後事業の進捗に合わせて仮換地指定

公
告

縦
覧

審
議
会

審
議
会

路線測量

○ 通常１～２週間
○ 換地の位置・形状・
　　減歩率・移転補償・
　　工事等について個別
　　説明
○ 換地について不服が
　　ある場合は要望書を
　　提出できます。

要望書の整理と
変更案の検討

○ 要望書等により
　　第一次個別説明
　　会の内容に変更
　　があった方を対
    象に説明会をし
    ます。
○ 内容は第一次個
　　別説明会と同じ
    です。
○ 要望書を提出で
    きます。

〇 要望書の処理
　　の説明をしま
　　す。
〇 変更案の説明
　・協議をします。

意見書提出期間

審
議
会

■  今後のスケジュール 

「
東
小
金
井
駅
北
口
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
と
り

ま
と
め
」
ま
と
ま
る 


